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取り組み中のプロジェクト
1. 養殖場基準の⼀本化（養殖場基準）
2. 飼料基準の導⼊

3. CoC認証と補⾜案件
4. アニマルウェルフェアの強化

5. DX の推進（Annex3、KDE）



ASC基準の改訂と新基準の策定
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養殖場基準
• Environment
• Social

養殖場 加⼯場 加⼯場 ⼩売・飲⾷店舗

飼料⼯場

COC認証
ASC / MSC Certified Product
• Traceability & Labelling Programme 
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ASC認証制度の仕組みと範囲
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養殖場基準 スケジュール



https://www.asc-aqua.org/wp-content/uploads/2021/11/ASC-Feed-
Standard_v1.0_Japanese.pdf

2021年6⽉発表 ASC飼料基準ダウンロードリンク：

飼料基準

8



飼料基準更新の必要性
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• 多くのマーケットより飼料による環境負荷を懸念

• これらの懸念は、これまで主に海産原料によって引き起
こされる影響に焦点

• しかし、世界の飼料業界では、海産原料は飼料成分全体
のわずか12％を占め、飼料成分量の70〜75％は植物原料
に由来

• 原料を代替することによって、別の環境影響に置き替わ
ることを回避するためには統括的アプローチが必要

• ASC飼料基準は、すべての主要な原料グループにわたっ
て生じる影響を考慮に入れた最初の基準。

• これには、大豆油、パーム油、海産原料に加えて、小麦、
トウモロコシ、カノーラなどのすべての主要な農作物を
含む
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ASC飼料基準原則
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原則1 原則2 原則2原則３ 原則５原則４

飼料工
場

原料メーカー 海産原料 植物原料
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原則１: 飼料メーカーは、合法的かつ社会的・環境的に責任のある⽅法での運営を含めた、ASC飼料
基準 実施のための管理制度を保持
• 81 指標：労働条件
• 20 指標：地域社会への社会的・経済的発展への配慮
• 20 指標：工場の操業に伴う環境負荷への配慮（水利用、排水、廃棄物、GHG排出など）

原則 2 ：飼料メーカーは、責任を持って原料を調達
• 飼料メーカーは行動規範を実施
• 原料メーカーに原則１の指標を満たすことを要求
• 飼料メーカーは、原料メーカーや原料の生産に関するデューデリジェンス（DD)を実施（１％以上
の原料全て）

• 低リスク原料であることを４つのDD経路のいずれかで証明（国別スコア、セクター評価、原料
メーカー評価、認証取得の原料）

原則３：飼料メーカーは適格な原料の投入と飼料の生産に責任を持つ

• 原料投入・産出の記録システムを導入
• マスバランスモデルまたは分離モデルの二つの管理方法から選択
• 窒素、リンの含有量やGMOについて開示

ASC飼料基準原則
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原則４：飼料メーカは責任を持って水産原料を調達

• ホールフィッシュの原料が対象（残渣由来は原則２のみでここでは対象としな
い）

• ４つの持続可能性カテゴリー (L1 – L4) –”大部分の持続可能性レベル”（MSL）
を算出し、公表かつ3年ごとに向上

Marine Trust 
FIP

Marine Trust

MSC FIP

MSC

3 years

3 years

3 years
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原則５：責任を持って植物原料を調達

• 森林破壊と土地転換のないサプライチェーンを目指す Accountability Framework Initiative
• １）グローバルリスクのある原料 (大豆,パーム油）, ２）もっとも使用の多い植物原料、
３）その他の植物原料。１と２はDD低リスク、公開行動計画 が必須
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分離モデル



マスバランスモデル

AとBの２種類の管理を提案：Aは１−12月の期間で管理、Bは常に工場内にある原料で評価
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CAR= Certification and Accreditation Requirements
RUoC= Requirements for Units of Certification

15 June 
2021

飼料基準の発
表

実施ガイドライン
の作成開始

Sept/Oct 
2021

CAR & RUoCパブコ
メとパイロットの
実施

Spring
2022

CAR & RUoCの発表

認証機関の認定

実施ガイドの発表

Autumn 
2022

ASC養殖場が飼料基
準適合飼料使用に切
り替える移行期間
２４ヶ月
2024年のQ3が期限

飼料基準 スケジュール
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CoC認証と補足要件
• CoC認証規格は、認証⽔産物が⽣産現場から消費者に渡るまでの過程で

認証製品であることを保証するために適応される国際規格で、ASCとMSCの
両⽅の認証制度で使われる

• しかし、養殖⽔産物は天然⽔産物とは違う特⾊・リスク（⾷品偽装、⾷品安
全、抗⽣物質など）を伴うため、ASCは、補⾜的な要件をCoC認証規格に
追加することを進める

• 補⾜要件は、デジタルトレーサビリティや⽔産物の産地特定技術などの最新
技術を取り⼊れたものでこれらの課題の改善を⽬的とする

• 新しい要件は、今回の意⾒公募に基づいて調整され、発表後は、6か⽉から
12か⽉の猶予期間を経て既存のMSC CoC要件に追加され、ASC のCoC
認証取得事業者は、既存のCoC規格に加え、ASCの補⾜的なCoC規格要
素に対して審査されることになる

https://www.asc-aqua.org/programme-improvements/asc-coc-module/

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.msc.org%2Fjp%2Fstandards-and-certification%2FMSCstandardjp%2FtraceableJP&data=04%7C01%7Ct-kouyama%40maruha-nichiro.co.jp%7C7bfc1de30236402ef07d08d8e2e361aa%7C9832aa4b1ba94f19bd97654a9c8d6e6a%7C0%7C0%7C637508813512218149%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C1000&sdata=SgV8d3fnTGrxR%2BTaQ5IFYX8lpBsHIbyqD0U69qyN4nE%3D&reserved=0


補足要件のまとめ

1. 加⼯や包装を⾏うCoC認証の活動の場、GFSI︓世界⾷品安全イニシアチブ
(Global Food Safety Initiative）に承認された規格を持つ。「適⽤資格」

2. 養殖場から認証⽔産物を直接購⼊している場合、その養殖場の認証が管理している
⼯程とCOC認証が適応になる⼯程に途切れが無いようにする。「１.１」

3. 認証製品の購⼊量・販売量の記録を保持するだけでなく、定期的に電⼦情報を提供
する。「４.４」

4. ⾷品安全・偽装の確認のため、取り扱いの認証・⾮認証⽔産物のサンプル提供を許
可する。「５．５．２」

5. 加⼯・包装を⾏う場合GFSIで求められる⾷品偽装の脆弱性評価ツール（FVA）を
⽤いて、直⾯する⾷品偽装リスクの評価を実施する（「５.５.２ガイド」

6. （認証機関は）同じ審査員は３回以上続けて真をしない。「５.５.１」。
7. １０％以上抜き打ちの審査を⾏う「１１.３.２」



パブコメ：見解と修正案

https://www.asc-aqua.org/wp-content/uploads/2021/10/ASC-CoC-Module-
Public-Consultation-Feedback-Revisions-Report.pdf

2021年３5⽉の期間中、１００
以上のパブコメの提出をいただいた。
指摘のあった内容とそれに対する返答
をまとめて10⽉26⽇に公開した。
その中で、GFSIは加⼯や包装を⾏う
⼩規模事業者は免除となることで進
める予定となった



アニマルウェルフェアー



背景・目的・プロセス

• 既存のASC基準に⽔質・飼育密度などアニマルウェルフェアに関連
する指標はすでに含まれているが、さまざまなマーケットにおいて⼀
段と重要視される傾向にある。

• ⽔質、飼育密度、⿂の絞め⽅といった課題に対処するための新し
い技術および研究内容を利⽤し、アニマルウェルフェアをさらに強化
する基準について、タスクフォースを設⽴しプロジェクトとして⽴ち上
げた、その中でASCはパブリックコンサルテーションを今回実施し、
幅広いステイクホールダーからのご意⾒を募りたい。

• 今回のパブコメ（９・１１０・３１）は、広範囲にわたる⿂の
アニマルウェルフェアプロジェクトの第1フェーズ。続く第2フェーズでは、
さらに研究と開発を⾏った上で、その他の⿂種も取り上げ、より広
範なアニマルウェルフェア問題に対処するパブリックコンサルテーショ
ンに進む予定。



第一フェーズ （今回） 第二フェーズ

範囲 魚類 甲殻類も含む

養殖管理方法 生産現場ごとのアニマルウエ
ルフェア計画（リスクアセス
メント、モニタリング、対処
法、研修）

水質 設備・魚種ごとの水質指標（
３段階：良・要改善・不良）

飼育環境最適化（Env. 
Enrichment）

関連事例・研究調査 など情
報の収集

環境最適化の指標

飼育密度 密度数値は、成長・皮膚ヒレ
のスレ・攻撃性・有酸素濃度
・水流・アンモニア・行動な
どの要素と総合的に判断した

〆方 無酸素（窒息）、⼆酸化炭素
の使⽤、塩またはアンモニア
浸けなどによる⿂の締め⽅の
禁⽌

推進されるべき〆方
を選択する

スラリーアイスによ
る〆を禁止

アニマルウエルフェアー事項
今後のプロセス
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https://www.asc-aqua.org/wp-content/uploads/2020/09/ASC0006-ME-Report-v1.1.pdf

DX の推進



GIS データ・マップ
https://gis.asc-aqua.org/arcgis_app/

https://gis.asc-aqua.org/arcgis_app/


KDE（Key Data Element)

https://www.asc-aqua.org/what-we-do/programme-
assurance/key-data-element-kde-project/

A) サプライチェーンでデジタルデータを共有
Global Traceability Solutions (GTS). 
Global Dialogue on Seafood Traceability (GDST) 
＊ベトナムとヨーロッパで実施中

B) ASC養殖場でのKDEプロジェクト
養殖場からの飼育データを分析し審査の効率化
＊Xpertseaがベトナムのエビ養殖場で実施中

https://www.global-traceability.com/
https://traceability-dialogue.org/
https://www.xpertsea.com/


付録3（Annex３）

• “ライセンス契約の付録3（Annex３）は
ASCが2018年から段階的に導⼊している
制度

• リスク評価により指定された国（現在はベト
ナム、インド、バングラデッシュ、中国、インド
ネシア、タイ、フィリピン、シンガポール、マレー
シア、台湾、トルコ、ギリシャ、キプロス、クロ
アチア、アルベニア、チリ、エクアドル、タンザニ
ア）のエビ、サーモンまたはシーバス・タイ・オ
オニベのいずれかの⿂種を扱う加⼯場や輸
出企業が対象の制度

• 対象となるこれらの国にある企業は、付録
３を含むライセンス契約を締結し、⾮消費
者向け製品を認証⽔産物として販売する
場合、ASCロゴを添付し、その販売重量を
ASCに報告することが義務化

https://jp.asc-aqua.org/asc-logo/annex-3-faq/


